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植

物

一

植
物
の
概
況

勝
山
町
に
は
北
部
、
西
部
、
南
部
の
三
方
に
山
地
が
あ
り
、
東
部
の
み

が
平
野
と
な
っ
て
開
け
て
い
る
。
北
部
山
地
は
我
が
国
有
数
の
カ
ル
ス
ト

台
地
で
あ
る
平
尾
台
の
一
角
で
あ
り
、
ま
た
、
北
九
州
市
小
倉
南
区
、
行

橋
市
及
び
田
川
郡
香
春
町
と
境
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
は
石
灰
岩
と
の

結
び
つ
き
の
強
い
好
石
灰
植
物
や
岩
角
地
植
物
が
生
育
し
て
お
り
、
そ
の

最
重
要
部
分
は
平
尾
台
の
南
端
に
あ
た
る
竜
ヶ
鼻
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ

ル
ス
ト
草
原
の
一
部
は
石
灰
石
の
採
掘
に
よ
り
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。

西
部
山
地
は
竜
ヶ
鼻
か
ら
南
に
障
子
ヶ
岳
（
標
高
四
二
七
・
三
㍍
）
を
経

て
飯
岳
山
（
標
高
五
七
三
・
〇
㍍
）
に
至
る
長
さ
約
一
〇
�
の
山
並
み
で
、

竜
ヶ
鼻
を
除
い
て
は
三
郡
変
成
岩
及
び
花
崗
岩
か
ら
な
り
、
森
林
は
シ

イ
・
カ
シ
の
二
次
林
と
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
造
林
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
障

子
ヶ
岳
の
山
頂
部
は
か
つ
て
の
城
址
で
あ
り
、
ス
ス
キ
・
ネ
ザ
サ
の
草
原

に
な
っ
て
い
る
。
南
部
山
地
は
飯
岳
山
か
ら
行
橋
市
の
御
所
ヶ
岳
や
馬
ヶ

岳
に
続
く
低
山
地
で
花
崗
岩
か
ら
な
り
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
ア
カ
マ
ツ

の
林
で
あ
っ
た
が
現
在
は
ア
カ
マ
ツ
が
枯
れ
て
シ
イ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
林

に
遷
移
し
て
い
る
。
こ
の
山
地
に
は
元
来
、
東
北
地
方
な
ど
に
多
く
生
育

し
て
い
る
モ
ク
レ
ン
科
の
タ
ム
シ
バ
の
群
落
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

平
野
は
町
の
中
央
部
か
ら
東
方
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
行
橋
平
野

に
続
く
。
平
野
部
に
は
小
さ
な
丘
陵
が
散
在
し
て
み
ら
れ
、
そ
の
多
く
が

古
墳
や
社
寺
林
で
、
シ
イ
・
タ
ブ
・
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
照
葉
樹
に
覆
わ

れ
、
本
町
の
植
生
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

河
川
は
長
峡
川
の
源
流
域
に
あ
た
り
、
西
部
山
地
及
び
南
部
山
地
よ
り

流
れ
出
て
、
途
中
で
小
さ
な
支
流
を
い
く
つ
も
集
め
て
東
方
に
流
れ
、
行

橋
市
を
横
切
っ
て
周
防
灘
に
注
ぐ
。
本
町
で
の
川
幅
は
行
橋
市
に
近
い
所

で
約
四
〇
㍍
、
川
床
は
ツ
ル
ヨ
シ
や
マ
コ
モ
な
ど
で
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が

埋
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
流
に
は
昔
な
が
ら
の
清
流
が
あ
り
、
ゲ
ン
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ジ
ボ
タ
ル
も
多
く
発
生
す
る
。

本
町
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
の
山
は
低
く
、
花
崗
岩
地
が
多
く
、

し
か
も
傾
斜
が
急
で
あ
る
た
め
保
水
力
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
に
灌
漑
用

の
溜
池
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
数
は
大
小
合
わ
せ
て
四
〇
を
超
え
る
。
溜

池
に
は
国
や
福
岡
県
な
ど
の
指
定
す
る
絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め
、
希
少
な

植
物
が
多
数
生
育
し
て
い
る
。

二

山
地
の
植
生

１

竜
ヶ
鼻
の
植
生

竜
ヶ
鼻
は
カ
ル
ス
ト
台
地
平
尾
台
の
最
南
端
の
地
域
で
台
地
の
斜
面
は

急
峻
な
崖
地
で
あ
る
。
南
北
に
走
る
小
さ
な
稜
線
を
は
さ
ん
で
東
側
は
勝

山
町
、
西
側
は
田
川
郡
香
春
町
、
台
上
は
北
九
州
市
小
倉
南
区
に
属
し
て

い
る
。
本
町
の
最
高
点
は
標
高
六
七
〇
㍍
で
あ
る
が
台
地
の
最
高
点
は
や

や
北
方
に
あ
っ
て
標
高
六
八
〇
・
六
㍍
で
あ
る
。
台
地
上
で
は
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
東
谷
鉱
山
に
よ
り
石
灰
石
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町
に
属

す
る
部
分
も
す
で
に
か
な
り
の
面
積
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

竜
ヶ
鼻
の
上
部
は
傾
斜
四
〇
度
以
上
の
危
険
な
岩
場
で
、
人
を
寄
せ
つ

け
な
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
山
頂
部
は
竜
ヶ
鼻
台
と
呼
ば
れ
、
平
坦
で

ス
ス
キ
や
ネ
ザ
サ
の
草
原
で
あ
る
。
斜
面
は
標
高
四
〇
〇
㍍
付
近
ま
で
は

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
に
自
然
林
が
広
が
る
。

西
側
の
香
春
町
に
属
す
る
部
分
は
石
灰
岩
地
に
特
有
の
イ
ワ
シ
デ
を
中
心

と
す
る
夏
緑
樹
林
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
側
の
本
町
側
は
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ

イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
な

ど
の
照
葉
樹
林
に
な
っ
て
い

る
。植

生
調
査
は
香
春
町
と
の
境

界
に
な
っ
て
い
る
稜
線
沿
い
の

標
高
六
六
五
㍍
か
ら
五
四
〇
㍍

の
間
の
五
か
所
で
実
施
し
た
。

標
高
六
〇
〇
㍍
付
近
ま
で
は
ア

ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ

イ
な
ど
が
高
木
層
を
形
成
し
て
い
る
。
亜
高
木
層
の
優
占
種
は
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
で
、
ほ
か
に
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、
カ
ゴ
ノ
キ
な
ど
が
あ
り
、
低
木

層
の
優
占
層
は
ア
オ
キ
で
あ
る
。
標
高
六
〇
〇
㍍
よ
り
上
部
に
は
、
わ
ず

か
な
範
囲
で
あ
る
が
帯
状
に
イ
ワ
シ
デ
林
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は

イ
ワ
シ
デ
の
亜
高
木
を
は
じ
め
オ
オ
コ
マ
ユ
ミ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
シ
ロ

バ
ナ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ヤ
マ
カ
シ
ュ
ウ
、
ヤ
マ
ブ

キ
、
ツ
ル
マ
サ
キ
、
ス
ズ
シ
ロ
ソ
ウ
、
ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
コ

ミ
ズ
な
ど
、
石
灰
岩
と
の
結
び
付
き
の
強
い
好
石
灰
植
物
や
岩
場
に
よ
く

育
つ
岩
角
地
植
物
な
ど
が
出
現
し
た
。

２

仲
哀
山
地
の
植
生

仲
哀
隧
道
の
あ
る
仲
哀
山
地
は
稜
線
の
高
さ
は
三
二
〇
〜
四
〇
〇
㍍
で

あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
、
町
内
で
最
も
自
然
林
の
残
る
山
地
で
あ
る
。
し

写真１―９ 竜ヶ鼻のイワシデ林
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